
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年生 

 

２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【 力を合わせて！ 】 

 ３学期は係や当番の生活場面だけでなく、みんなで協力する活動をたくさん取り入れまし
た。国語の学習ではペアで問題を考えたり、体育の学習ではチームで作戦を考えたりなど、

相手と折り合うという経験ができるよう工夫しました。相手の気持ちを想像する大切さや、

時には思い通りにいかないことも受け入れる忍耐力など、一人ではできない学びとなるよう
指導しました。また、３月２日（木）の６年生を送る会に向けて、学年で力を合わせた練習

もしてきました。１学期の４月から、１年生をサポートしてくれていた、お兄さんお姉さん

が卒業します。今までたくさんお世話になった６年生に、感謝の気持ちが伝わるよう発表し
てほしいと思います。 

 
 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 

 

２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【 うれしいことばの木 】 

１１月に取り組んだ「あいさつの木」を 

パワーアップさせて「うれしいことばの木」の 
取り組みをしました。２月は、各クラスで言わ 

れて嬉しい言葉を考えて出し合いました。 

「ありがとう。」「一緒に遊ぼう。」「いいね！」 
「上手！」「大丈夫？」「私がついているよ。」 

「頑張って！」などの言葉が、子どもたちから 

出されました。嬉しい言葉を言ったり、言われ 
たり、どちらの時も素敵な笑顔が見られていま 

す。お互いの気持ちをつなげる言葉を言うこと 

で、友達関係も深まっています。 
これからも、自分が言われて嬉しくなる言葉、 

誰かを嬉しくさせる言葉がたくさん聞こえてく 

るといいなと思っています。 

 
 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生 

 

２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【６年生を送る会・お礼の手紙を書こう】 

 ３月２日（木）に６年生を送る会が行われます。 
本番では、運動会で踊ったジャンボリミッキーを 

踊ります。縦割り班活動などでお世話になったこ 

とを振り返りながら、感謝の気持ちをもって取り 
組んでいます。ご家庭でも声かけをお願いします。 

 先日、立川市歴史民俗資料館の方に立川市の歴 

史や機織り体験、昔の道具について教えていただ 
きました。そのお礼として、みんなで感謝の手紙 

を書きました。手紙の中で立川市の歴史に興味を 

もったことや機織り体験を初めてやって楽しかっ 
たこと、昔の道具を触れて勉強になったことなど 

をしっかり書くことができました。これからも感 

謝の気持ちを伝える機会を意図的・計画的に設定 
し、思いやりのある子に育っていってほしいと 

願っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 

 

２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【たてわり班活動で育まれた 

下級生への優しい気持ち】 
2月 28日（火）に、今年度最後のたてわり班活動が行われました。４年生は２年生と

組んでたてわり活動をしてきました。下級生を引っ張っていく立場になった１学期は、４
年生目線で自分たちのしたい遊びを中心に考えがちの４年生でした。しかし回数を重ねる

うちに、「２年生が楽しめる遊びにしよう。」「２年生が喜んでくれた。」「２年生に分かりや

すいほうがいいよ。」などと、２年生だったらどうか、という気持ちで活動を考えるように
なりました。 

この１年間の経験は、４年生の子供たちに、他者の立場になって考えられる優しい気持

ちを育ててくれました。とてもうれしく思います。４月からはいよいよ高学年。今以上に
下級生にも友達にも優しく、そして自分を大切にする子に成長してくれることを願ってい

ます。 
 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生 

 

２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【学年レクリエーション「タチリンピック」】 

5 年生もあとわずかとなりましたが、より学年の関係を深めていくことを目的として、子

どもたち主体でレクリエーションを実施しました。2 学期までは、教員がリードしていまし
たが、3学期は子どもたちだけで企画・運営。「Challenge」を意識しつつ、「クラスの仲を深

めたい」「違うクラスの子と交流したい」を目的に設定している児童もいました。クラス毎で

競い合いましたが、「がんばれー」「もう少しだよ」など温かい言葉もたくさん聞こえました。 
 3月にももう一度タチリンピックがあります。次も「Challenge」しながら学年の関係を深

め、学年一体となって 1年間を締めくくりたいと思います。 
 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 

  

２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【わたしが育った柴崎町のために】 

 今までは家族や地域など柴崎町に支えられて育ってきた子どもたちですが、これから卒業

を迎えるにあたって、今度は「支えられる」側から「支える」側になります。市民科の学習
で、「柴崎町のために何ができるか。」というテーマを設定し、学習を進めてきました。 

 地域の地区会長さんをお招きし、「どのような思いで地域を支える立場を担っているのか」

「これから柴崎町を支える立場となる子どもたちに向けて」というテーマでお話をいただき
ました。お話も踏まえて、自分たちに何ができるかについて話し合いを行い、「地域の人に

向けてあいさつをする」「地域の人に学校生活のことを紹介する」「地域の清掃をする」など

を計画し、実行に向けて準備を進めています。 
 この学習を通して、今までお世話になってきた人や地域への感謝をする心を高めました。 
 

 

 

 

 

 

 

  

 



２月の重点教育目標『心豊かで思いやりのある子』 

【３月の誕生会の準備をしています！】 

あおぞら学級では、誕生会に向けた話し合いを１年間継続して取り組んできました。誕
生会の目的として「生まれてきたことをお祝いする会」であることを４月に確認しまし

た。毎回の誕生会計画で「誰をお祝いするのか」を確認し、「おめでとう」の気持ちをもっ

て準備を進めてきました。誕生会の計画を立てる話し合いでは、５，６年生を中心に遊び
決めをしたり、係決めをしたりしました。誕生日を迎えた友達にプレゼントする「お誕生

カード」も心を込めて書きました。今年度最後の誕生会も、素敵な会になりそうです。 
 

 

 

 

 

    

 

あおぞら 


